
平成２１年度 決算報告書

国立大学法人筑波技術大学

（単位：百万円）

区分 予算額 決算額 差 額 備 考
（決算－予算）

収入

運営費交付金 ２，６４８ ２，６４８ ０

施設整備費補助金 １９９ １９９ ０

船舶建造費補助金 ０ ０ ０

補助金等収入 ３１ ４８ １７ （注１）

国立大学財務・経営センタ １５ １５ ０

ー施設費交付金

自己収入 ３０６ ３０９ ３

授業料、入学料及び検定 １５１ １４７ △４ （注２）

料収入

附属病院収入 １０５ １０９ ４ （注３）

財産処分収入 ０ ０ ０

雑収入 ５０ ５３ ３ （注４）

産学連携等研究収入及び寄 １２０ ３２ △８８ （注５）

附金収入等

引当金取崩 ０ ０ ０

長期借入金 ０ ０ ０

貸付回収金 ０ ０ ０

承継剰余金 ０ ０ ０

旧法人承継積立金 １５ １５ ０

目的積立金取崩 ２６４ ２４３ △２１ （注６）

計 ３，５９８ ３，５０９ △８９

支出

業務費 ２，５００ ２，３７１ △１２９ （注７）

教育研究経費 ２，３３０ ２，１７５ △１５５

診療経費 １７０ １９６ ２６

一般管理費 ７３２ ７０５ △２７ （注７）

施設整備費 ２１４ ２１４ ０

船舶建造費 ０ ０ ０

補助金等 ３１ ４９ １８ （注８）

産学連携等研究経費及び寄 １２０ ４２ △７８ （注９）

附金事業費等

貸付金 ０ ０ ０

長期借入金償還金 １ １ ０

国立大学財務・経営センタ ０ ０ ０

ー施設費納付金

計 ３，５９８ ３，３８２ △２１６

収入－支出 ０ １２７ １２７



○予算と決算の差異について

（注１）補助金等収入については、予算段階では予定していなかった国からの補助金の獲

得に努めたため、予算額に比して決算額が１７百万円多額となっています。

（注２）授業料、入学料及び検定料収入については、主として社会人教育支援経費による

授業料免除枠が拡大したこと等により、予算額に比して決算額が４百万円少額と

なっています。

（注３）附属病院収入については、主として患者数が増加したこと等により、予算額に比

して決算額が４百万円多額となっています。

（注４）雑収入については、主として科学研究費補助金の間接経費が増加したこと等によ

り、予算額に比して決算額が３百万円多額となっています。

（注５）産学連携等研究収入及び寄附金収入等については、共同研究、受託事業及び寄附

金の獲得が不調だったため、予算額に比して決算額が８８百万円少額となってい

ます。

（注６）目的積立金取崩については、当初予定していた事業が執行できなかったため、予

算額に比して決算額が２１百万円少額となっています。

（注７）業務費及び一般管理費については、教育研究経費及び一般管理費のいずれにおい

ても経費の節減に努めたため、予算額に比して決算額が１５６百万円少額となっ

ています。

（注８）補助金等については、（注１）に示した理由により、予算額に比して決算額が

１８百万円多額となっています。

（注９）産学連携等研究経費及び寄附金事業費等については、（注５）に示した理由によ

り、予算額に比して決算額が７８百万円少額となっています。


